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2-2-2 河川の適正な利用及び流水の正常な機能の維持、 
並びに河川環境の整備と保全に関する事項 

(1) 水質保全 
現状では水質の一般的な指標であるBODは、指定区間外区間では環境基準を満たして

いる。水質の保全にあたっては、定期的に水質観測を行い状況を把握するとともに、

「北海道一級河川環境保全連絡協議会鵡川・沙流川部会」等を通じて情報を共有し、

地域住民、関係機関等と連携を図り、現況水質の維持に努める。 

 

(2) 水質事故への対応 
油類や有害物質が河川に流出する水質事故は、流域内に生息する魚類等の生態系のみ

ならず水利用者にも多大な影響を与える。このため「北海道一級河川環境保全連絡協

議会鵡川・沙流川部会」等を開催し連絡体制を強化するとともに、定期的に水質事故

訓練等を行うことにより、迅速な対応ができる体制の充実を図る。 

水質事故防止には、地域住民の意識の向上が不可欠であり、関係機関が連携して水質

事故防止に向けた取り組みを行う。また、定期的に水質事故対応に必要な資機材の保

管状況を点検し、不足の資機材を補充する。 

 

(3) 渇水への対応 
渇水による取水制限は、制限の程度に応じて、地域住民の生活や社会活動、農業生産

等に大きな影響を与える。このため既存の「鵡川水系流域水利用協議会」を活用する

等して情報を共有し、渇水時に迅速な対応ができる体制の充実を図る。取水制限が必

要となった場合には、「鵡川水系流域水利用協議会」を通じ、渇水調整の円滑化を図る

とともに、地域住民に対して水の再利用や節水を呼びかける等、流域全体での取り組

みに努める。 

 

(4) 土砂動態の把握 
中・上流域の一部には表層が崩壊しやすく、また地すべりを生じやすいなど、土砂の

流出が生じやすい地質を有していることから、継続的なモニタリングによって土砂動

態の把握に努める。また、関係機関等との連携を図り、必要な情報の交換や調整を行

う。 
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(5) 河川空間の適正な利用、管理 
河川空間の適正な利用が図られるよう、水と緑がくりひろげる壮大な自然景観を保全

し、人々にゆとりと開放感を与える水辺空間として管理していく。 

鵡川の河川公園等は、これまでも地域住民の憩いの場や自然体験学習の場として利用

されており、引き続きこれらの機能が確保されるよう関係自治体等と連携を図る。ま

た、環境学習等に利用が図られるよう関係機関等と連携を図る。 

なお、北海道と協同して策定した「鵡川水系河川空間管理計画(平成元年3月)」を必

要に応じて見直しを行った上で、河川空間の適正な利用が図られるよう適正に対処す

る。 

 

(6) 河川美化のための体制 
河川美化のため、河川愛護月間(7 月)等を通して河川美化活動を実施するとともに、

ゴミの持ち帰りやマナー向上の取り組みを行う。また、地域住民や市民団体と連携し

て河川空間の維持管理を進める。 

ゴミ、土砂等の不法投棄に対しては、看板の設置やゴミマップの配布により注意喚起

を促すとともに、地域と一体となった一斉清掃の実施、河川巡視の強化や悪質な行為

の関係機関への通報等の適切な対策を講じる。 
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(7) 地域と一体となった河川管理 
地域住民と協力して河川管理を行うため、地域の人々へ様々な河川に関する情報を発

信する。また、地域の取り組みと連携した河川整備や河川愛護モニターの活用等によ

り、住民参加型の河川管理の構築に努める。 

さらに、地域住民、市民団体、関係機関及び河川管理者が、各々の役割を認識し、連

携・協働して効果的かつきめ細かな河川管理を実施する。 

また、少子高齢化が進み、旧来型の地域コミュニティが衰退している状況をふまえ、

これら多様な主体の参加による連携・協働の取り組みを通して、河川管理にとどまら

ず防災、教育、社会福祉等様々な面で地域が共に助け合う地域コミュニティの再構築

に寄与するよう努める。 

鵡川では、河川清掃や住民参加型川づくりをはじめ河川と地域との連携活動が活発に

行われている。今後も、地域住民や関係機関、NPO等との協働をより一層育み、川づく

りに携わる人材の育成や、市民等の川での社会貢献活動、上下流の住民及び自治体間

の交流活動等に対する支援を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

住民参加による河川清掃 

鵡川ゴミマップ 

関係機関が連携した植樹活動 
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(8) アイヌ文化保存、伝承、振興のための取り組み 
豊かな自然環境を背景に成立してきたアイヌ文化を保存、伝承、振興するため、鵡川

流域の河川整備にあたっては、地域の意見を踏まえ、アイヌ文化の伝承に配慮して行

う。 

工事の実施に際し、アイヌ文化の遺跡を確認した場合には、北海道教育委員会、むか

わ町教育委員会及び関係団体と協議の上、適切な措置を講じる。 

アイヌ文化の伝承、振興に欠かせない素材や資源(ガマ、ヨシ、サケ等)を供給する上

で必要な河川環境を保全、創出していくことに努める。また、伝統儀式が継続的に実

施できるよう河川空間の管理に努める。 
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